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大
久
保
村
の
中
村
家
（
一
） 

中
村 

ア
キ
ヤ 

 

は
じ
め
に 

 

人
間
と
は
不
思
議
な
も
の
で
年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
古
い
も
の
の
価
値
が
わ
か
る
よ

う
に
な
る
。
中
学
の
修
学
旅
行
の
思
い
出
と
言
え
ば
宿
舎
で
の
ま
く
ら
投
げ
ぐ
ら
い
で
、

案
内
さ
れ
た
神
社
仏
閣
や
正
倉
院
の
見
学
の
印
象
は
た
だ
眠
た
か
っ
た
だ
け
だ
。 

時
代

を
経
た
寺
社
の
佇
ま
い
や
細
密
な
建
築
技
術
に
魅
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
人
生

半
ば
を
過
ぎ
て
か
ら
だ
。
同
様
に
歌
舞
伎
を
筆
頭
に
し
た
各
種
古
典
芸
能
の
味
や
、
和
歌

俳
句
の
奥
深
さ
、
絵
画
彫
刻
の
神
髄
に
触
れ
る
こ
と
の
喜
び
が
判
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
卒
業
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。 

  

同
様
に
こ
れ
ま
で
当
然
の
よ
う
に
受
け
入
れ
て
き
た
個
人
的
な
事
実
、
即
ち
新
宿
の
真

ん
中
に
土
地
を
所
有
し
庭
付
き
一
戸
建
て
の
持
ち
家
が
あ
る
こ
と
を
幸
せ
だ
と
感
ず
る

よ
う
に
な
り
、
僥
倖
に
恵
ま
れ
た
経
緯
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
三
十
代
に
な
っ

て
か
ら
で
あ
る
。 

以
前
、
父
親
か
ら
中
村
の
家
は
古
い
家
柄
で
徳
川
幕
府
が
で
き
る
前
か
ら
現
在
地
の
大

久
保
に
住
ん
で
い
た
と
聞
い
た
時
も
、
他
の
身
近
な
事
項
に
気
を
と
ら
れ
、
事
実
確
認
に

真
剣
に
取
り
組
ま
な
か
っ
た
の
も
今
思
え
ば
若
さ
ゆ
え
の
所
業
で
あ
ろ
う
。 

 
 

そ
の
後
時
間
的
に
余
裕
も
で
き
、
後
述
す
る
よ
う
な
事
柄
を
断
片
的
に
知
る
に
つ
け
、

こ
れ
ら
を
集
大
成
し
て
子
孫
に
残
す
こ
と
は
意
味
が
あ
る
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
幸
い

私
は
探
究
心
も
あ
り
、
集
め
た
資
料
を
纏
め
て
推
理
す
る
能
力
も
あ
る
と
自
負
し
て
い
る
。 

 
 

調
べ
た
事
柄
は
ど
こ
ま
で
本
当
か
自
信
は
な
い
が
、
余
力
の
あ
る
う
ち
に
後
世
に
残
し

て
お
こ
う
と
思
い
立
っ
た
の
が
本
文
で
あ
る
。 

 

直
接
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
三
枚
の
大
き
な
青
白
色
の
石
版
で
あ
る
。
長
さ

約
七
十
セ
ン
チ
、
幅
約
二
十
セ
ン
チ
、
厚
さ
二
セ
ン
チ
ほ
ど
の
結
構
な
重
さ
の
石
版
は
、

私
が
生
ま
れ
て
か
ら
、
い
や
生
ま
れ
る
前
か
ら
ず
う
っ
と
我
が
家
の
庭
の
隅
に
三
枚
重
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な
っ
て
半
ば
埋
も
れ
放
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
齢
に
な
っ
て
庭
を
整
理
し
よ
う
と
、
石

版
の
表
面
を
洗
っ
て
み
る
と
梵
字
が
現
れ
た
。 

浅
学
菲
才
の
身
で
は
と
て
も
解
読
で
き
な
い
の
で
新
宿
歴
史
博
物
館
に
連
絡
し
て
由

来
を
調
べ
て
も
ら
っ
た
。
二
名
の
担
当
者
の
調
査
に
よ
り
、
こ
の
石
版
は
中
世
に
造
立

さ
れ
た
三
基
の
供
養
塔
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
ら
は
秩
父
長
瀞
方
面
に
産
す

る
緑
泥
片
岩
を
材
質
と
す
る
「
武
蔵
型
板
碑
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
文
字
資
料
の
少
な

い
中
世
に
お
け
る
貴
重
な
歴
史
資
料
で
あ
る
と
い
う
。 

 

こ
れ
ら
の
板
碑
（
い
た
ひ
）
を
同
博
物
館
に
寄
贈
す
る
際
に
受
領
し
た
調
査
資
料
の

抜
粋
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

『
一
基
は
徳
治
三
年
（
１
３
０
８
）
、
他
の
二
基
は
正
長
三
年
（
１
４
３
０
）
と
嘉
吉

元
年
（
１
４
４
１
）
の
銘
入
り
で
あ
る
。
鎌
倉
期
と
室
町
期
の
こ
れ
ら
板
碑
は
浄
土
信

仰
に
基
く
供
養
塔
で
、
三
番
目
の
も
の
は
生
前
供
養
板
碑
で
あ
る
。 

頭
部
を
山
形
に
つ
く
り
上
半
分
に
は
梵
字
や
図
像
で
阿
弥
陀
（
キ
リ
ー
ク
）
や
観
音
、

勢
至
が
刻
ま
れ
、
下
半
分
に
は
年
号
、
供
養
者
な
ど
の
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

江
戸
時
代
か
ら
は
、
こ
の
種
の
供
養
塔
は
木
製
に
変
わ
り
以
後
こ
の
種
の
板
碑
の
出

土
は
な
い
。
爾
来
こ
の
種
の
板
碑
は
橋
や
階
段
、
漬
物
石
な
ど
に
転
用
さ
れ
た
ら
し
く

出
土
数
は
少
な
い
。 

 

こ
れ
ら
板
碑
の
置
か
れ
て
い
た
原
位
置
は
不
明
で
あ
る
が
、
中
村
家
の
所
有
地
内
に

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
家
は
江
戸
時
代
の
東
大
久
保
村
の
名
主
中
村
理
右
衛
門
の

子
孫
で
あ
り
、
近
江
の
守
護
佐
々
木
氏
の
流
れ
を
く
み
、
十
七
世
紀
初
頭
に
当
地
に
来

住
し
た
よ
う
で
、
広
大
な
土
地
を
所
有
し
て
い
た
と
い
う
。 

現
在
の
中
村
晃
也
宅
は
鎌
倉
街
道
伝
承
地
や
室
町
期
の
集
落
遺
跡
で
あ
る
新
宿
六
丁

目
遺
跡
に
ほ
ど
近
く
、
板
碑
の
原
位
置
も
こ
の
周
辺
と
考
え
ら
れ
る
。 

中
村
家
は
江
戸
時
代
に
は
戸
塚
村
と
大
久
保
新
田
の
名
主
を
代
々
勤
め
、
明
治
時
代

に
な
っ
て
か
ら
は
副
戸
長
、
村
長
、
郡
会
議
員
な
ど
の
公
職
を
勤
め
た
旧
家
で
あ
り
、 

 

貴
重
な
手
が
か
り
と
し
て
「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
（
巻
乃
十
一
、
豊
島
郡
乃
三
）
に

出
自
の
伝
承
が
掲
げ
て
あ
る
。
云
々
…
。
』 
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文
中
の
鎌
倉
街
道
伝
承
地
と
あ
る
の
は
鎌
倉
時
代
に
御
家
人
が
有
事
の
際
に
「
い
ざ
鎌

倉
」
と
馳
せ
参
じ
た
街
道
で
、
鎌
倉
か
ら
上
道
（
か
み
つ
み
ち
）
は
武
蔵
、
上
野
の
国
府

を
通
り
碓
氷
峠
を
越
え
て
信
濃
へ
、
中
道
（
な
か
つ
み
ち
）
は
下
野
の
国
府
を
通
り
白
河

の
関
を
越
え
て
奥
州
へ
行
く
道
で
あ
る
。
同
様
に
下
道
（
し
も
つ
み
ち
）
は
常
陸
の
国
府

を
通
っ
て
勿
来
の
関
を
経
て
奥
州
へ
行
く
道
で
あ
っ
た
。 

 

問
題
の
伝
承
地
と
は
鎌
倉
街
道
中
道
の
こ
と
で
、
現
在
で
は
神
奈
川
と
の
国
境
の
丸
子

の
渡
し
を
通
過
し
、
渋
谷
区
の
並
木
橋
、
明
治
神
宮
表
参
道
を
通
り
、
新
宿
区
に
入
っ
て

新
宿
御
苑
を
経
て
、
後
述
す
る
内
藤
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
大
宋
寺
の
横
か
ら
北
上
し
て
西

向
天
神
社
に
至
り
、
我
が
家
か
ら
徒
歩
一
分
の
抜
弁
天
厳
島
神
社
か
ら
戸
山
公
園
に
抜
け
、

面
影
橋
を
経
て
滝
野
川
に
通
ず
る
古
道
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。 

 

こ
の
抜
弁
天
厳
島
神
社
の
由
来
と
し
て
、
八
幡
太
郎
義
家
が
後
三
年
の
役
（
１
０
８
３

～
１
０
８
７
）
に
向
か
う
途
中
に
当
地
に
宿
営
し
富
士
山
を
拝
ん
で
戦
勝
を
祈
願
し
、
奥

州
鎮
定
後
戦
勝
の
お
礼
に
厳
島
神
社
を
勧
請
し
て
社
を
建
て
た
と
い
う
伝
承
が
残
っ
て

い
る
。 

 
 

正
直
い
っ
て
庭
に
放
置
し
て
あ
っ
た
板
碑
が
そ
ん
な
古
い
も
の
と
は
想
像
も
し
て
い

な
か
っ
た
が
こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
さ
ら
に
風
化
し
て
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
、
銘
文
も
解
読

不
能
に
な
る
に
違
い
な
い
の
で
、
こ
の
機
会
に
新
宿
歴
史
博
物
館
に
寄
贈
し
て
よ
か
っ
た

と
思
っ
た
。 

 

現
在
の
中
村
家 

筆
者
の
家
は
Ｊ
Ｒ
山
手
線
の
新
宿
駅
か
ら
花
園
神
社
を
経
て
都
心
に
向
か
っ
て
徒
歩

で
十
五
分
ほ
ど
の
距
離
に
あ
り
、
新
宿
駅
の
と
な
り
の
新
大
久
保
駅
か
ら
も
ほ
ぼ
同
様
の

距
離
に
あ
た
る
、
い
わ
ゆ
る
環
状
線
の
内
側
に
位
置
し
て
い
る
。 

通
称
職
安
通
り
と
明
治
通
り
の
交
差
点
に
、
都
営
地
下
鉄
大
江
戸
線
の
東
新
宿
駅
が
あ

る
が
、
そ
こ
か
ら
職
安
通
り
を
都
心
に
向
け
て
ダ
ラ
ダ
ラ
坂
を
五
、
六
分
も
上
っ
た
交
差

点
の
一
角
に
前
述
の
抜
弁
天
嚴
島
神
社
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
神
社
が
あ
る
。
筆
者
の
家
は

そ
こ
か
ら
歩
い
て
一
分
の
近
く
で
あ
る
。 
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古
い
地
図
を
み
る
と
地
名
か
ら
も
容
易
に
想
像
さ
れ
る
よ
う
に
当
時
の
大
久
保
（
大

窪
）
村
は
大
き
な
窪
地
を
中
心
に
拓
け
た
村
で
、
湿
地
帯
の
中
心
に
は
可
仁
川
と
呼
ば
れ

る
小
川
が
流
れ
て
い
た
。 

こ
の
小
川
は
現
在
の
新
宿
三
丁
目
（
旧
四
谷
三
光
町
）
近
く
の
花
園
神
社
の
裏
を
通
り
、

現
在
の
新
宿
六
丁
目
交
差
点
、
以
前
は
新
田
裏
交
差
点
と
呼
ば
れ
る
あ
た
り
で
明
治
通
り

を
横
切
り
、
高
台
に
あ
る
西
向
天
神
社
の
下
で
北
方
へ
曲
が
り
、
砂
利
場
と
呼
ば
れ
て
い

た
窪
地
を
過
ぎ
て
、
現
戸
山
ハ
イ
ツ
の
低
地
部
分
か
ら
早
稲
田
を
抜
け
て
神
田
川
に
流
れ

込
ん
で
い
た
。 

西
向
天
神
社
の
下
の
田
圃
は
と
う
に
埋
め
立
て
ら
れ
、
今
や
住
宅
密
集
地
と
化
し
、
前

述
の
小
川
は
暗
渠
に
な
っ
て
道
路
の
下
を
流
れ
て
い
る
。
前
述
の
鎌
倉
古
道
は
こ
の
川
沿

い
に
あ
っ
た
道
と
思
わ
れ
る
。 

 

戦
災
で
全
て
は
灰
燼
に
帰
し
た
が
、
分
家
の
我
が
家
は
こ
の
小
川
（
可
仁
川
）
の
東
岸

の
台
地
上
に
、
中
村
の
本
家
は
西
岸
の
窪
地
の
中
心
に
広
い
屋
敷
を
構
え
て
い
た
。
小
川

の
西
岸
は
再
び
緩
や
か
な
台
地
と
な
り
、
現
在
の
西
大
久
保
か
ら
百
人
町
へ
と
続
い
て
い

る
。
近
所
に
中
村
姓
の
家
が
多
い
が
そ
れ
ら
は
直
接
の
親
類
な
の
か
、
は
た
ま
た
名
前
だ

け
の
遠
い
親
戚
な
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。 

 

高
台
に
あ
る
我
が
家
は
昔
か
ら
「
山
の
中
村
」
と
呼
ば
れ
、
や
や
低
地
に
あ
る
本
家
は

「
下
の
中
村
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。 

台
地
の
高
さ
は
そ
れ
で
も
五
，
六
メ
ー
ト
ル
は
あ
り
、
我
が
家
の
庭
か
ら
は
、
今
で
は

新
宿
駅
西
口
の
高
層
ビ
ル
群
に
遮
ら
れ
て
い
る
が
、
晴
れ
た
日
に
は
富
士
山
ば
か
り
で
は

な
く
、
ふ
も
と
の
丹
沢
連
山
や
奥
多
摩
丘
陵
の
尾
根
に
つ
な
が
る
御
岳
の
特
徴
あ
る
シ
ル

エ
ッ
ト
を
夕
焼
け
空
に
く
っ
き
り
と
見
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

分
家
と
は
い
え
、
父
親
が
相
続
し
た
昭
和
二
十
六
年
（
１
９
６
１
）
時
点
で
、
我
が
家

は
二
十
六
筆
の
貸
地
を
所
有
し
て
い
た
。
戦
災
前
の
祖
父
の
家
は
、
公
道
と
の
境
に
あ
る

潜
り
戸
つ
き
の
木
戸
門
の
内
部
に
あ
り
、
十
軒
ほ
ど
の
家
作
に
囲
ま
れ
て
い
た
。
大
き
な

石
燈
籠
を
巡
る
敷
石
の
奥
に
立
派
な
玄
関
が
あ
り
そ
の
右
手
に
い
わ
ゆ
る
西
洋
館
と
呼

ば
れ
た
ガ
ラ
ス
戸
の
多
い
洒
落
た
書
斎
が
あ
っ
た
。
二
階
建
て
の
家
の
玄
関
は
六
畳
大
で
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そ
の
奥
の
客
間
は
襖
を
と
り
は
ら
う
と
二
十
畳
の
広
間
に
な
っ
た
。
板
張
り
の
台
所
は
十

畳
ほ
ど
あ
り
、
同
じ
大
き
さ
の
土
間
に
は
二
基
の
大
き
な
竈
が
並
ん
で
い
た
。
風
呂
場
は

外
に
あ
り
、
五
右
衛
門
風
呂
に 

手
押
し
ポ
ン
プ
で
井
戸
水
を
満
た
す
の
は
当
時
の
女
中

の
役
割
だ
っ
た
。 

 

本
家
の
「
下
の
中
村
」
は
さ
ら
に
大
き
な
屋
敷
で
客
間
に
面
し
た
表
庭
に
は
大
小
の
池

を
巡
っ
て
遣
水
が
流
れ
て
い
た
。
仏
間
も
広
く
、
壮
麗
な
仏
壇
が
あ
っ
た
。
裏
庭
に
は
数

本
の
物
干
し
竿
が
立
ち
、
多
数
の
無
花
果
が
植
え
て
あ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。 

 

我
が
家
の
敷
地
の
西
側
は
急
勾
配
の
崖
地
で
竹
藪
が
生
え
茂
り
、
つ
い
十
数
年
前
ま
で

陽
の
当
た
る
空
き
地
に
は
フ
キ
ノ
ト
ウ
が
自
生
し
て
い
た
。
家
の
前
は
急
な
石
段
で
、
以

前
は
、
階
段
の
石
の
大
き
さ
が
マ
チ
マ
チ
で
夜
歩
く
の
は
難
儀
で
あ
っ
た
。
夜
に
な
る
と

裸
電
球
の
薄
暗
い
街
燈
の
下
で
竹
藪
が
不
気
味
に
ざ
わ
め
き
、
こ
れ
は
藪
に
住
む
小
豆
婆

が
小
豆
を
磨
ぐ
音
だ
と
父
親
に
脅
か
さ
れ
た
も
の
だ
。 

 

そ
の
昔
は
、
こ
こ
は
石
段
で
は
な
く
急
な
坂
道
だ
っ
た
よ
う
で
、
豊
玉
郡
誌
に
は
「
梯

子
坂
、
久
左
衛
門
坂
北
方
の
裏
道
に
在
り
、
東
へ
登
り
十
間
許
り
、
坂
道
急
に
し
て
恰
も

梯
子
を
の
ぼ
る
如
し
、
故
に
名
付
く
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
現
在
は
新
宿
区
教
育
委
員

会
の
新
撰
東
京
名
所
図
会
の
「
梯
子
坂
」
と
い
う
標
識
が
立
ち
、
そ
の
写
真
は
平
成
十
九

年
発
行
の
日
本
文
芸
社
「
東
京
の
階
段
」
と
い
う
本
の
表
紙
を
飾
っ
て
い
る
。 

こ
の
坂
は
、
今
は
梯
子
の
よ
う
に
急
で
は
な
い
が
、
昔
の
風
情
が
残
っ
て
い
る
の
か
、

よ
く
映
画
や
ビ
デ
オ
の
ロ
ケ
撮
影
に
使
わ
れ
、
窓
辺
を
明
る
く
す
る
た
め
に
大
き
な
ラ
イ

ト
を
我
が
家
に
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
今
で
も
時
折
モ
デ
ル
と
カ
メ
ラ
マ
ン
、

そ
れ
に
反
射
板
を
も
っ
た
撮
影
助
手
が
天
気
待
ち
を
し
て
い
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
る
。 

 

「
山
の
中
村
」
も
「
下
の
中
村
」
も
大
き
な
蔵
を
持
ち
多
数
の
家
作
や
ら
貸
地
を
持
っ
て

い
た
と
こ
ろ
を
み
る
と
か
な
り
昔
か
ら
こ
の
土
地
に
居
着
き
、
百
姓
と
は
名
ば
か
り
で
、

こ
の
在
の
名
主
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

蔵
に
潜
り
込
ん
で
ホ
コ
リ
に
ま
み
れ
た
和
箪
笥
の
陰
か
ら
ボ
ロ
ボ
ロ
の
鎧
を
見
つ
け

子
供
心
に
驚
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
い
え
ば
錆
だ
ら
け
の
槍
も
長
押
に
掛
け
て
あ
っ
た
。 

分
家
の
我
が
家
で
す
ら
終
戦
時
に
は
二
千
坪
の
土
地
を
有
し
、
祖
母
が
記
帳
し
て
い
た
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地
代
徴
収
の
大
福
帳
は
厚
さ
五
セ
ン
チ
を
下
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
「
田
圃
裏
」
と
か

「
砂
利
場
」
な
ど
の
地
名
が
記
載
さ
れ
て
往
年
の
小
川
の
存
在
を
示
し
て
い
た
。 

  

中
村
家
の
菩
提
寺
（
大
悲
山
観
音
寺
） 

観
音
寺
と
い
う
こ
の
寺
は
高
田
馬
場
（
旧
戸
塚
）
三
丁
目
の
小
滝
橋
に
近
く
、
神
田
川

畔
か
ら
は
直
線
に
し
て
五
十
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
あ
る
。
菩
提
寺
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、

中
村
家
と
銘
う
っ
た
墓
石
が
全
体
の
六
割
を
占
め
る
。
墓
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
家
紋
は
一

様
で
は
な
い
が
、
平
四
つ
目
結
の
家
紋
を
持
つ
本
家
に
残
る
最
古
の
墓
石
に
は
辛
う
じ
て

万
治
二
年
（
１
６
５
９
）
の
年
号
が
読
み
取
れ
る
。 

こ
れ
は
江
戸
幕
府
が
開
設
さ
れ
て
か
ら
五
十
六
年
後
に
あ
た
る
。
中
村
家
の
当
主
は

代
々
、
七
右
衛
門
と
称
し
た
模
様
で
こ
の
墓
石
の
主
は
中
村
七
右
衛
門
政
義
の
も
の
と
確

認
で
き
る
。
少
な
く
と
も
当
家
は
江
戸
時
代
の
初
期
か
ら
、
い
や
そ
の
少
し
以
前
か
ら
現

在
の
東
大
久
保
の
地
に
居
を
構
え
て
い
た
こ
と
が
偲
ば
れ
る
。
因
み
に
分
家
の
我
が
家
の

家
紋
は
丸
に
隅
立
四
つ
目
結
で
あ
る
。 

 

新
宿
歴
史
博
物
館
に
示
さ
れ
た
「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
と
い
う
古
文
書
の
巻
之
十
一

豊
島
郡
之
三
の
戸
塚
村
の
観
音
寺
の
項
に
こ
ん
な
記
載
が
あ
る
。 

「
観
音
寺
、
開
基
は
か
ん
こ
う
坊
と
い
う
人
に
て
俗
名
中
村
氏
、
故
あ
り
て
当
所
に
来
た

り
、
草
庵
を
営
み
遂
に
一
寺
を
な
せ
し
云
、
子
孫
外
記
は
寛
永
の
頃
断
絶
す
」
ま
た
「
東

大
久
保
村
名
主
理
右
衛
門
も
其
の
一
族
な
り
と
云
」
。 

故
あ
り
て
と
は
落
ち
武
者
ゆ
え
氏
素
性
を
明
か
せ
ぬ
ま
ま
と
解
釈
で
き
よ
う
。
ま
た
当

所
と
は
観
音
寺
の
あ
る
場
所
す
な
わ
ち
現
在
の
Ｊ
Ｒ
高
田
馬
場
駅
に
近
い
新
宿
区
の
旧

戸
塚
町
の
こ
と
と
思
わ
れ
る 

 

前
述
の
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
な
る
書
は
、
昌
平
坂
学
問
所
編
纂
の
書
で
文
政
十
三
年

（
１
８
３
０
）
に
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
中
村
家
に
関
す
る
更
に
詳
細
な

記
述
が
あ
り
、
今
後
の
調
査
の
良
い
手
が
か
り
と
な
る
と
期
待
に
胸
が
弾
ん
だ
。 
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大
久
保
村
の
中
村
家 

前
述
の
武
蔵
風
土
記
稿
の
東
大
久
保
村
の
項
に
は
中
村
家
に
つ
い
て
こ
ん
な
記
載
が

あ
る
。 

「
旧
家
者
、
理
右
衛
門
名
主
を
勤
む
。
中
村
を
氏
と
し
家
系
一
巻
を
蔵
せ
り
。
其
の
略
に
、

先
祖
七
右
衛
門
信
時
は
佐
々
木
近
江
守
源
ノ
氏
信
十
二
代
の
孫
中
村
外
記
信
高
の
二
子

な
り
。 

寶
徳
二
年
四
月
二
日
（
１
４
５
０
）
死
す
。 

其
の
子
信
義
ま
た
七
右
衛
門
と
称
し
文
明
三
年
（
１
４
７
１
）
九
月
二
十
八
日
に
死
す
。 

其
の
子
高
信
、
其
の
子
政
信
、
其
の
子
政
利
。
政
利
信
定
を
生
む
。
信
定
は
七
郎
右
衛

門
と
称
し
、
慶
長
三
年
（
１
５
９
８
）
死
せ
り
。
こ
の
時
民
間
に
下
り
、
九
代
に
し
て
今

の
理
右
衛
門
に
至
れ
り
」
。 

こ
の
記
述
に
よ
る
と
理
右
衛
門
の
九
代
前
の
信
定
が
没
し
た
の
は
慶
長
三
年
（
１
５
９

８
）
で
、
信
定
没
後
「
民
間
に
下
り
」
と
い
う
こ
と
は
そ
の
前
は
武
家
で
あ
っ
た
こ
と
が

想
像
で
き
よ
う
。 

し
て
み
れ
ば
信
定
の
子
弟
も
慶
長
五
年
の
関
が
原
合
戦
（
１
６
０
０
年
）
以
降
に
一
挙

に
増
え
た
落
武
者
の
一
人
で
武
蔵
の
国
に
流
れ
着
き
定
着
し
、
慶
長
八
年
（
１
６
０
３
）

の
江
戸
幕
府
の
開
設
を
迎
え
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

す
く
な
く
と
も
中
村
一
族
は
江
戸
時
代
の
初
期
に
江
戸
の
西
の
外
れ
の
高
田
馬
場
（
戸

塚
）
、
そ
し
て
東
大
久
保
に
分
散
し
て
住
み
始
め
た
と
み
ら
れ
る
。 

 

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
家
系
を
調
べ
る
に
当
た
り
、
佐
々
木
家
十
二
代
の
氏
信
、
そ
の
孫

の
中
村
外
記
信
高
、
慶
長
三
年
に
没
し
た
中
村
七
郎
右
衛
門
信
定
な
ど
の
存
在
の
有
無
が

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
手
が
か
り
は
何
処
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。 

 

ま
た
武
蔵
風
土
記
別
稿
に
「
牛
込
分
東
大
久
保
（
大
窪
）
村
、
天
正
十
九
年
（
１
５
９

１
）
玉
薬
同
心
五
十
人
の
給
地
と
な
り
し
時
は
、
百
姓
は
長
兵
衛
、
七
郎
右
衛
門
、
久
左

衛
門
、
三
四
郎
等
四
人
の
み
な
り
」
と
の
記
載
が
あ
る
。 

 

玉
薬
同
心
が
東
大
久
保
に
給
地
を
拝
し
た
天
正
十
九
年
（
１
５
９
１
）
と
い
う
の
は
家

康
が
本
拠
を
江
戸
に
移
し
た
翌
年
で
家
康
は
ま
だ
入
府
し
て
お
ら
ず
、
当
時
は
家
康
に
滅

ぼ
さ
れ
た
北
条
氏
（
小
田
原
）
の
残
党
や
食
い
詰
め
た
野
武
士
や
浪
人
な
ど
が
隙
を
見
て
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乱
を
起
こ
す
危
険
性
が
あ
っ
た
時
代
で
あ
る
。 

家
康
は
不
測
の
事
態
を
ふ
せ
ぐ
た
め
、
内
藤
清
成
と
青
山
忠
成
を
先
遣
隊
と
し
て
江
戸

に
送
り
込
み
、
そ
の
内
藤
清
成
は
馬
で
一
日
に
廻
れ
る
だ
け
の
土
地
を
与
え
る
と
い
わ
れ

て
、
駿
馬
を
駆
っ
て
一
周
し
、
四
谷
、
代
々
木
、
大
久
保
、
千
駄
ヶ
谷
に
ま
た
が
る
広
大

な
地
を
拝
領
し
た
。
そ
の
土
地
が
現
の
新
宿
御
苑
を
含
む
内
藤
新
宿
と
い
わ
れ
る
所
以
で
、

新
宿
御
苑
に
隣
接
し
た
多
武
峰
内
藤
神
社
に
こ
の
時
疲
れ
果
て
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
馬

を
祈
念
し
た
「
駿
馬
塚
」
が
現
存
す
る
。 

 

別
稿
記
載
の
、
当
時
名
の
あ
る
百
姓
が
四
名
し
か
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
こ
の

土
地
は
未
開
拓
の
辺
鄙
な
田
舎
だ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
こ
の
四
人
の
百
姓
の
う
ち

久
左
衛
門
は
梯
子
坂
の
と
な
り
の
久
左
衛
門
坂
を
つ
く
っ
た
島
田
家
の
人
で
そ
の
子
孫

は
今
も
東
大
久
保
に
居
を
構
え
て
い
る
。
こ
の
時
に
記
載
さ
れ
て
い
る
七
郎
右
衛
門
は
年

代
か
ら
見
て
慶
長
三
年
（
１
５
９
８
）
に
没
し
た
中
村
七
郎
右
衛
門
信
定
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。 一

方
、
家
康
の
お
庭
番
で
あ
る
服
部
半
蔵
の
率
い
る
鉄
砲
組
は
甲
州
街
道
と
鎌
倉
街
道

の
交
わ
る
、
現
在
の
新
宿
伊
勢
丹
付
近
に
陣
を
構
え
て
い
た
。
前
述
の
玉
薬
同
心
の
五
十

人
の
給
地
を
基
に
こ
の
鉄
砲
組
百
人
同
心
の
組
屋
敷
に
と
あ
て
が
わ
れ
た
土
地
が
現
在

の
大
久
保
百
人
町
一
帯
で
あ
る
と
い
う
。 

百
人
町
の
中
心
地
に
現
存
す
る
皆
中
稲
荷
神
社
は
、
撃
っ
た
鉄
砲
玉
が
全
て
当
た
る
よ

う
に
祈
願
す
る
聖
地
で
あ
り
、
彼
ら
は
、
平
時
は
玉
薬
の
原
料
で
あ
る
硫
黄
、
燐
、
硝
石

を
肥
料
に
転
用
し
て
ツ
ツ
ジ
の
苗
を
内
職
と
し
て
栽
培
し
た
と
い
う
。 

ち
な
み
に
ツ
ツ
ジ
は
新
宿
区
の
区
花
で
あ
り
、
皆
中
稲
荷
神
社
で
は
年
一
回
ツ
ツ
ジ
の

即
売
会
を
開
催
し
て
い
る
。 

 

ま
た
こ
の
年
、
大
箪
笥
奉
行
榊
原
小
兵
衛
配
下
の
同
心
五
十
名
は
四
谷
箪
笥
町
お
よ
び

大
久
保
箪
笥
町
（
現
西
大
久
保
）
に
組
屋
敷
を
拝
領
し
、
同
時
に
東
大
久
保
村
、
西
大
久

保
村
、
戸
塚
村
な
ど
を
知
行
地
と
し
て
拝
領
し
て
い
る
。
四
谷
、
箪
笥
町
の
地
名
は
今
も

残
っ
て
い
る
。 

 

も
う
一
度
新
編
武
蔵
風
土
記
記
載
の
中
村
家
の
系
図
を
整
理
す
る
と 
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佐
々
木
家
十
二
代
氏
信
―
子
―
中
村
外
記
信
高
―
次
男
信
時
（
１
４
５
０
没
）
―
信
義

（
１
４
７
１
没
）-

高
信
―
政
信
―
政
利
―
信
定
（
１
５
９
８
没
）
―
政
義
（
１
６
５
９

没
）
を
含
む
九
代
を
経
て
風
土
記
に
あ
る
大
久
保
村
の
理
右
衛
門
（
１
８
３
０
年
頃
）
と

い
う
、
そ
れ
ら
し
き
も
の
が
描
け
る
。 

 

余
談
だ
が
こ
の
よ
う
な
記
載
は
、
時
代
も
背
景
も
異
な
る
が
新
約
聖
書
の
冒
頭
に
あ
る

イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
の
四
十
代
に
及
ぶ
系
図
（
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
裔
な
る
イ
サ
ク
の
裔
の
子
ヤ

コ
ブ
の
子
―
ユ
ダ
ー
パ
レ
ス
ー
エ
ス
ロ
ン
ー
ア
ラ
ム
云
々
）
を
彷
彿
と
さ
せ
、
人
間
の
為

す
こ
と
は
東
西
を
問
わ
ず
共
通
で
あ
る
。 

前
述
の
古
文
書
の
巻
之
十
一
豊
島
郡
之
三
の
観
音
寺
の
項
に
記
載
が
あ
る
大
久
保
村

の
名
主
を
勤
め
た
中
村
理
右
衛
門
な
る
人
物
は
も
し
か
し
た
ら
我
が
家
系
と
関
係
が
あ

る
の
か
も
知
れ
ぬ
と
思
い
始
め
た
。 

後
述
す
る
が
、
中
村
家
当
主
は
代
々
七
右
衛
門
、
ま
た
は
七
郎
右
衛
門
を
通
称
と
し
て

名
乗
っ
て
い
た
ら
し
い
が
、
武
蔵
風
土
記
編
纂
時
代
は
利
右
衛
門
ま
た
は
理
右
衛
門
を
名

乗
っ
て
い
た
よ
う
だ
。 

 戸
塚
村
の
中
村
家 

一
方
、
新
宿
歴
史
博
物
館
に
は
「
戸
塚
中
村
文
書
」
と
い
う
膨
大
な
古
文
書
が
残
っ
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
戸
塚
中
村
家
は
高
田
馬
場
の
観
音
寺
を
菩
提
寺
と
し
た
旧
家
で

戸
塚
村
と
大
久
保
新
田
の
名
主
を
代
々
勤
め
、
明
治
時
代
に
入
っ
て
か
ら
戸
長
、
村
長
、

都
会
議
員
な
ど
の
公
職
を
つ
と
め
た
旧
家
で
あ
り
、
こ
の
点
東
大
久
保
村
の
中
村
家
と
非

常
に
似
た
境
遇
に
あ
り
、
江
戸
時
代
家
督
を
継
い
だ
者
は
代
々
甚
右
衛
門
を
襲
名
し
て
い

る
。 と

こ
ろ
が
、
こ
こ
が
肝
心
な
点
だ
が
、
戸
塚
村
の
中
村
家
に
つ
い
て
は
江
戸
時
代
以
前

の
状
況
を
語
る
史
料
は
な
い
。
た
だ
家
記
と
も
い
う
べ
き
「
中
村
家
古
事
略
記
」
が
現
存

し
、
観
音
寺
過
去
帳
写
に
は
初
代
（
万
治
元
年
、
１
６
５
８
年
没
）
か
ら
歴
代
の
没
年
や

法
名
の
非
常
に
詳
細
な
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
因
み
に
大
久
保
村
中
村
家
初
代
の
最
古
の

墓
標
は
万
治
二
年
没
の
中
村
政
義
で
あ
る
。 

出
自
に
関
し
て
も
観
音
寺
や
東
大
久
保
村
の
中
村
家
と
の
血
縁
関
係
を
示
す
史
料
は

な
い
が
、
観
音
寺
と
は
初
代
か
ら
寺
檀
関
係
は
続
い
て
い
る
。 



10 

 

 
大
久
保
村
の
名
主
の
中
村
と
戸
塚
村
の
名
主
の
中
村
と
の
関
係
は
ど
ん
な
も
の
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
？ 

新
宿
歴
史
博
物
館
の
推
論
に
よ
れ
ば
、
江
戸
初
期
に
中
村
姓
の
三

兄
弟
が
武
蔵
の
国
に
流
れ
着
き
、
家
系
書
を
持
っ
て
い
る
長
男
が
大
久
保
村
に
住
み
つ
き
、

次
男
ま
た
は
三
男
が
戸
塚
村
に
居
を
構
え
、
う
ち
の
一
名
が
観
音
寺
を
創
設
し
た
の
で
あ

ろ
う
と
い
う
。
観
音
寺
の
家
系
は
寛
永
の
頃
断
絶
し
た
が
、
大
久
保
村
と
戸
塚
村
の
中
村

は
そ
の
後
相
互
の
交
流
が
な
い
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
い
う
。 

 

こ
れ
ら
の
推
論
は
に
わ
か
に
は
信
じ
難
く
、
次
に
述
べ
る
よ
う
な
種
々
の
疑
問
点
が
湧

い
て
き
た
。 

疑
問
①
、
中
村
一
族
は
何
故
江
戸
の
西
の
は
ず
れ
の
大
久
保
村
や
戸
塚
村
に
住
み
つ
い

た
の
か
、
そ
の
時
代
背
景
に
は
な
に
が
あ
っ
た
の
か
？ 

 

疑
問
②
、
武
蔵
国
在
の
中
村
家
の
家
系
を
遡
る
と
、
な
ぜ
近
江
の
守
護
佐
々
木
氏
信
に

つ
な
が
る
の
か
、
何
時
佐
々
木
か
ら
中
村
に
改
名
し
た
の
か 

疑
問
③
、
何
故
現
在
の
中
村
家
の
菩
提
寺
が
観
音
寺
と
呼
ば
れ
た
の
か
、 

 

 

そ
ん
な
疑
問
を
い
だ
い
た
ま
ま
数
年
経
過
し
、
あ
る
時
山
梨
県
塩
山
市
に
あ
る
武
田
信

玄
菩
提
所
の
恵
林
寺
を
訪
ね
た
際
、
偶
然
快
川
和
尚
が
焼
き
討
ち
に
あ
っ
た
い
わ
れ
を
知

り
、
武
田
家
に
か
く
ま
わ
れ
た
近
江
の
守
護
佐
々
木
一
族
が
甲
州
街
道
を
武
蔵
に
向
か
っ

て
落
ち
た
事
実
か
ら
、
そ
の
一
行
の
な
か
に
中
村
家
の
祖
先
が
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思

う
よ
う
に
な
っ
た
。
（
続
く
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
７
３
５
０
語
） 

        


